
大学認証評価機関の取組みとその特色Ⅱ  2006 年 6 月 23 日（金） 
時 間 講 義 項 目 

13：00 

～ 

13：30 

□〔大学基準協会〕大学評価の特質からの認証評価の課題を探る 

（財）大学基準協会  前田 早苗 

１．大学基準協会の大学評価の特徴 

 (1)自己点検・評価重視       (2)達成度評価と水準評価 

 (3)専門分野と全学的事項の総合評価 (4)改善指向型の評価 

２．認証評価の課題 

(1)「評価」と「質保証」      (2)質保証の２つの役割 

13：30 

～ 

14：00 

□〔大学評価・学位授与機構〕認証評価の実施状況と今後の課題 

（独）大学評価・学位授与機構  荻上 紘一 

１. 評価の実施体制とプロセスの概要 

２. 自己評価書等の作成状況と書面調査の実施 

３. 訪問調査の実施状況～成果と反省点 

４．大学からの意見申し立てと対応 

５．評価結果の公表とその概要 

６．今後の課題 

14：10 

～ 

14：40 

□〔日本高等教育評価機構〕はじめての認証評価を実施して 

（財）日本高等教育評価機構  伊藤 敏弘 

１．日本高等教育評価機構の認証評価～意義と精神 

２．平成 17 年度認証評価の実施状況と課題 

３．認証評価の活用～大学の改善・改革にどうつなげるか 

４．今後の予定～残り５年で全大学を評価できるか 

14：40 

～ 

15：10 

□認証評価活動は今～大学の質保証とは 

教育ジャーナリスト  山岸 駿介 

１．「たいへんだ!!」から３年余、結果オーライか 

２．３つの認証評価機関の特色・個性とは 

３．評価者として参画したコアパースンからの声 

４．評価を受けた側のキーパースンからの声 

15：20 

～ 

17：00 

□＜パネル討論＞大学認証評価の取組み～検証と今後 

～機関別総合評価で担保される“質”とは～ 

パネリスト：前田早苗／荻上紘一／伊藤敏弘  司 会：山岸駿介 

１．自己点検・評価書における“優れもの”のケース 

２．訪問面接調査における“対話成立”の留意点 

３．評価者の質的保証と育成確保策 

４．日本型大学評価システムの進化に向けて 
 
 


